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 授業や集合トレーニングなど決められた時間で教え方が一方的になっている

 受講後は各自の学習に任せていて内容を理解できているか把握できていない

 次の授業までの復習や予習の時間が限られている

PDFにメモ書きして共有したい教育コンテンツを作りたい
（クイズ）

理解ポイントをクイズ形式で配信し、受講
者は各自の携帯端末で手軽に繰り返し
学習をして知識を定着させることができま
す。
コンテンツをあらかじめダウンロードしておくと
ネット接続していないときでもクイズや試験
に取り組むことができます。

Handbookアプリのクイズを使うと…
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 受講者がどの部分を理解できていないか把握しづらい

 ミニテストなどを単元ごとに紙で作成して実施すると採点に手間がかる

 試験結果のまとめに時間がかかり教育者の負担が大きい

PDFにメモ書きして共有したい教育コンテンツを作りたい
（試験）

授業やトレーニングの単元ごとに簡単に試
験問題を作成できます。
受講者が試験に回答すると自動で集計し
た正答率が分かるので、理解度が低い部
分をフォローしやすくなり、次の授業やト
レーニングの内容に反映することができます。

Handbookアプリの試験を使うと…



Handbookアプリの「クイズ/試験」機能

「クイズ」と「試験」は、Handbook Studioでコンテンツとして同じ設問形式で作成して
配信します。
「クイズ」は、閲覧者がHandbookアプリで回答してもHandbook Studioへ送信され
ません。出題順はランダムで何回でも取り組むことができます。
「試験」は、閲覧者がHandbookアプリで回答すると、Handbook Studioへ回答内
容が送信されて自動集計します。

コンテンツ制作者（編集者）は、
Handbook Studioで試験やクイズの

設問を作成して配信します

閲覧者は、Handbookアプリ内の
試験画面やクイズ画面で回答します

設問タイプは６種類
・穴埋め問題（1行のみ）
・並べ替え形式（最大６項目）
・位置選択形式（最大６択）

試験/クイズ配信

・接続形式（最大６項目）
・画像選択（最大６択）
・選択（最大６択）

試験回答送信
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Handbookアプリの「PDF注釈」機能(2)設問形式は６通り

答えが分からなかったら、問題ごとに付けられたヒントを参照したり問題をスキップしたりす
ることができます。

空欄を
タップして1行のみ
入力します

表示された
ポイントから答えを
タップします

「穴埋め問題」形式

表示された
画像から答えを
タップします

右のマークを
長押ししたまま
上下に移動します

表示された
項目から答えを
タップします

左または右の丸を
タップして反対側
の丸をタップします

「位置選択」形式

「画像選択」形式

「並び替え」形式

「接続」形式

「選択」形式
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Handbookアプリの「PDF注釈」機能(2)試験結果の確認

Handbook Studioの「統計」で、すべてのユーザーの採点結果やユーザーごとの回答
結果などを確認できます。
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設定や使い方など詳しくは機能ガイド「試験/クイズ」をお読みください
https://handbook.jp/support/guide/function/

すべてのユーザーの採点結果 ユーザーごとの回答結果

全ての試験結果は、CSVファイルでダウンロードすることができ、１つの設問回答が1行で
出力されるので詳細に確認できます。

回答開始日時 回答終了日時 設問 スコア

https://handbook.jp/wp-content/themes/handbook/docs/Handbook_FunctionGuide_ExamQuiz.pdf
https://handbook.jp/support/guide/function/

